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５
月
21
日（
月
）の
市
議
会
臨
時
会

で
、引
き
続
き
菰
田
稀
一
氏
が
副
市

長
に
な
る
こ
と
の
同
意
を
得
て
、正

式
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
平

成
19
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

●
副
市
長　

再
任

菰
田 

稀
一 

氏

■５月１日（火）の初登庁で職員から花束を受け取る鈴木市長

　

こ
の
た
び
、多
く
の
市
民
の
皆

様
か
ら
温
か
い
ご
理
解
と
力
強
い

ご
支
援
を
賜
り
、新
た
に
田
原
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
鈴
木
克
幸
で
す
。

　

市
長
に
な
っ
た
今
、果
た
す
べ

き
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感

し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、白
井（
前
市
長
）市
政
の

後
を
受
け
、田
原
市
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
産
業
な
ど
の
個
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
、時
代
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
た
改
革
を
継
続
的

に
推
進
し
、渥
美
半
島
の
魅
力
と

可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

本
年
は
、市
民
の
皆
様
と
協
働

で
策
定
い
た
し
ま
し
た「
う
る
お

い
と
活
力
の
あ
る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
」を
目
指
し
た『
田
原
市
総
合
計

画
』を
着
実
に
実
現
さ
せ
て
い
く

ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。一

つ
一
つ
の
施
策
の
実
現
に
は
、行

政
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
市
民

の
皆
様
の
参
加
と
協
働
は
不
可
欠

な
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
」を

目
指
し
て
、誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

田
原
市
長

■氏　　名　鈴木克幸
■出　　身　田原市神戸町 
■生年月日　昭和19年9月27日生 
■学　　歴　昭和38年3月　愛知県立成章高等学校卒 
　　　　　　昭和42年3月　金沢大学法文学部卒 
■略　　歴　昭和44年4月　愛知県庁　入庁（平成16年3月退職） 
　　　　　　平成16年4月　財団法人あいち女性総合センター　理事長 
　　　　　　平成17年6月　名古屋競馬株式会社　代表取締役専務 
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日
本
一
住
み
や
す
い

　
　
　

ま
ち
を
目
指
し
て



中山須賀

小中山保育園

中山保育園

豊島ヶ池跡

川地貝塚

▲城山

初立池
伊良湖
東大寺瓦窯跡

梅藪

西ノ山

堀切

ハマボウの野生地
常光寺

中山入口

消防署渥美分署

渥美支所
福江高校西原

保美 古田高田

福江中学校

あつみ
ライフランド

向山町

古田町

中山町

亀山町

堀切町

西山町

小中山町

保美町

福江町

浜

　
「
ぐ
る
り
ん
バ
ス
（
中
山
線
）」

の
運
行
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

巡
回
バ
ス
の
路
線
変
更
・
バ
ス
停

の
一
部
を
廃
止
し
ま
す
。

■
廃
止
に
な
る
バ
ス
停

小
中
山
児
童
公
園
／
小
中
山
総

合
会
館
／
中
山
市
民
館

▼
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

5
33
局
０
３
８
６

農
業
支
援
の
拠
点
施
設
と
し

て
、本
年
４
月
に「
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。こ
こ
で
は
、農
業
就
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
荒

廃
す
る
農
地
の
再
生
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、担
い
手
の
確
保
育
成
、

農
業
体
験
の
企
画
・
実
践
な
ど
農

業
の
活
性
化
を
総
合
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

■
設
置
場
所

　

赤
羽
根
町
赤
土
１
番
地

　

赤
羽
根
支
所
１
階

■
業
務
内
容

「
担
い
手
づ
く
り
」「
農
地
の
保

全
・
活
用
」「
経
営
の
支
援
」「
交

流
・
食
育
の
推
進
」の
４
項
目

を
営
農
支
援
策
の
柱
と
し
、こ

れ
ら
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、左
表

の「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
」

を
順
次
展
開
し
て
い
ま
す
。

▼
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

5
45
局
３
１
１
４

渥
美
地
区
で
の「
ぐ
る
り
ん

バ
ス（
中
山
線
）」の
本
格

運
行
を
開
始
し
ま
す
。

■
主
な
バ
ス
停

渥
美
支
所
／
保
美
営
業
所
／
あ
つ

み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
／
福
江
中
学

校
前
／
中
山
／
小
中
山

■
ダ
イ
ヤ

　

１
日
６
便

■
運
賃（
小
学
生
以
下
無
料
）

　

１
乗
車
１
０
０
円

▼
総
務
課
5
23
局
３
５
０
６

「
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

赤
羽
根
支
所
に
開
設

1
渥
美
地
区
で
「
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」

運
行
開
始
【
７
月
１
日
〜
】

2

■ぐるりんバス（中山線）・ライフランド巡回バス路線図

ぐるりんバス（中山線）路線ぐるりんバス（中山線）路線

ライフランド巡回バス路線ライフランド巡回バス路線

※詳しくは、各世帯（渥美地区）に配布するチラシを
ご覧ください。

ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
巡
回
バ
ス
の
路
線

変
更
お
よ
び
バ
ス
停
の
一
部
廃
止

担い手づくり

農業研修事業 定年退職者らを対象とした「就農
支援事業」などを展開

農機具バンク事業 新規就農者や兼業農業者の負担を
軽減し、農地の保全活動を支援

農地の保全・活用

遊休農地買い上げ
事業

農地の利用調整を図り、中核的担い手
農家や新規就農者へ農地をあっせん

菜の花エコプロジ
ェクト支援事業

遊休農地の再生を目的として農地を
提供するとともに、菜の花エコプロ
ジェクト活動の促進を支援

経営の支援

農業人材総合口座
事業

優れた農業技術を持つ人を派遣する
「農業の匠

たくみ

バンク」や、農業労働力
を必要とする農家と農家で働きたい
人との調整を図る「アグリ･サポー
ターズ・バンク」を創設

交流・食育の推進

クラインガルテン
整備・運営事業

市民が農業に親しみを持ったり、都
市住民との交流が促進されたりする
よう、クラインガルテン（滞在型市
民農園）を整備

■スタートアップ事業
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北庁舎・南庁舎 案内
市役所の新庁舎（南庁舎）が、6月下旬に完成する予定です。

これに伴い、7月2日から各部・課の配置を変更しますので、おしらせします。
　なお、引き続いて既設庁舎（北庁舎）の改修等工事を行います。

正面玄関は車両通行止となっていますので、来庁の際は北口へお回りください。
　工事中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

財産管理課　523局3591

新庁舎見学会 案内

新庁舎（南庁舎）

既設庁舎（北庁舎）

6
階

5
階

4
階

3
階

2
階

1
階

2
階

地
下
1
階

地
下
1
階

● 講堂（防災センター）
● 600会議室

● 【財務部】財政課、財産管理課、税務課、
収納課

● 【市民部】市民課、保険年金課
● 会計課

● 議場
● 第1委員会室
● 300会議室、301会議室、302会議室

● 【市民部】電算課
● 【環境部】エコエネ推進室、環境衛生課
● 【経済部】企業立地課
● 大会議室

● 【経済部】商工観光課、農政課
● 【農業委員会事務局】
● 【建設部】土木課、維持管理課、用地課
● 【都市整備部】街づくり推進課、
公園緑地課、建築課

● 【水道部】水道課、下水道課
● 【監査委員事務局】
● 200会議室
● 記者室
● 食堂

● 議長室
● 第2委員会室
● 会派室1、会派室2
● 議会図書室
● 【議会事務局】

● 【市長室】
● 【副市長室】
● 【総務部】企画課（秘書係）
● 政策会議室、400会議室、401会議室

● 【総務部】企画課、行政改革推進室、総務課、
文書課、人事課

● 【消防本部】防災対策室、消防課

● 倉庫
● 書庫
● 機械室

立体駐車場

正面玄関
新庁舎
（南庁舎） 東口玄関

歩行者専用通路

南
庁
舎
仮
設
通
路

田原郵便局前田原郵便局前

案内図

北口玄関北口玄関

既設庁舎
（北庁舎）

市役所新庁舎の見学会を下記の日程で行います。
ご希望の方は、開催時間までにお集まりください。

日　　時 ● 6月27日（水）
①13:00～ ②14:00～ ③15:00～

集合場所 ● 既設庁舎（北庁舎）北口玄関

3
階

1
階
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案内図

監査委員
事務局

記者室

人事課

消防課

防災
対策室

企画課

行政改革
推進室

総務課

文書課

農業委員会
事務局

食　堂

議　場

400
会議室

401
会議室

政策会議室会派室2

会派室1
議会
図書室

600
会議室

ラウンジ

第2委員会室講堂
（防災センター）

応接室
市長室議長室

議会事務局

秘書係

副市長室

第1
委員会室

大会議室

事務室改修

事務室改修

事務室改修

事務室改修

事務室
改修

事務室
改修

エスカレーター

エスカレーター

200
会議室

300
会議室

302
会議室

301
会議室

南庁舎仮設通路

南庁舎

3階

北庁舎

3階

北庁舎

2階

北庁舎

1階

南庁舎

4階
南庁舎

5階
南庁舎

6階

南庁舎

2階

南庁舎

1階

東口
玄関

北口
玄関

市民部
市民課
保険年金課

財務部
税務課
収納課

総務部

消防
本部

財務部
財政課
財産管理課

経済部
商工観光課
農政課

都市整備部
街づくり推進課
公園緑地課
建築課

建設部
土木課

建設部
維持管理課
用地課

市民部
電算課

経済部
企業立地課

水道部
水道課
下水道課

環境部
環境
衛生課

環境部
エコエネ
推進室

会計課

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーターエレベーターエレベーター

渡
り
廊
下
建
設
予
定

渡
り
廊
下
建
設
予
定

トイレ

トイレ

トイレ

トイレ

トイレ

トイレ

トイレ

トイレトイレトイレ

トイレ

トイレ

※平成19年7月から平
成20年3月まで、北
庁舎（既設庁舎内）
の事務室改修工事
を行います。福祉部
および教育委員会は、
事務室改修工事終
了後に事務所の移
転を行います。
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Ｐピ
ー
デ
ィ
ー
シ
ー
エ
ー

Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

を
行
政
活
動
に
組
み
入
れ
、「
計
画
」と「
実

施
」を
繰
り
返
す
行
政
か
ら
、「
計
画
」「
実

施
」「
評
価
」「
改
善
」を
循
環
さ
せ
る
行
政

に
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、効
率
的
で
効
果

的
な
行
政
運
営
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

　

行
政
評
価
は
、た
だ
単
に
良
い
か
悪
い

か
の
判
定
を
し
た
り
、点
数
を
つ
け
た
り

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
は
な

く
、業
務
を
行
っ
て
い
く
中
で
課
題
や
改

善
点
を
見
つ
け
出
し
、そ
れ
ら
を
次
の
業

務
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
を
考

え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、業
務
の
必
要
性
を
よ
く
認
識

し
た
上
で
、成
果
や
費
用
な
ど
を
点
検
し
、

必
要
な
と
こ

ろ
に
は
力
を
入

れ
、見
直
せ
る

と
こ
ろ
は
見
直

し
、必
要
性
が

薄
く
な
っ
た
も

の
は
縮
小
や
廃

止
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

行
政
評
価
は
、大
き
く
事
務
事
業
評
価

と
政
策
施
策
評
価
に
分
け
ら
れ
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

次
の
２
点
を
目
的
と
し
て
行
政
評
価
を

導
入
し
ま
す
。

●
コ
ス
ト
意
識
に
基
づ
く
成
果
志
向
に

　

よ
る
行
政
運
営

　

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、何
を
実
施
し

た
か
で
は
な
く「
限
ら
れ
た
資
源
で

ど
れ
だ
け
の
効
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
か
」「
コ
ス
ト
の
削
減
や
成

果
を
得
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
改

善
し
て
い
く
か
」を
常
に
考
え
、『
田

原
市
総
合
計
画
』に
掲
げ
る
市
民
満

足
度
の
向
上
な
ど
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

●
行
政
の
透
明
性
の
向
上

　

事
務
事
業
の
目
的
・
内
容
を
は
じ

め
、数
値
化
さ
れ
た
成
果
や
コ
ス
ト

情
報
、評
価
結
果
、改
善
案
な
ど
を

含
め
た
す
べ
て
の
情
報
を
市
民
に

公
表
す
る
こ
と
で
、行
政
の
透
明
性

を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、評
価
情
報
の
共
有
を
通
し

て
市
民
と
の
協
働
関
係
の
構
築
を

図
り
ま
す
。

●
事
務
事
業
評
価（
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
）

　

各
事
業
を
成
果
や
コ
ス
ト
を
通
じ
て

現
状
分
析･

自
己
評
価
を
行
い
、今
後
の

方
向
性
を
判
断
し
、事
務
改
善
に
結
び

付
け
て
い
く
も
の
で
す
。

●
政
策
施
策
評
価（
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
）

　

施
策
ご
と
に
事
業
の
優
先
順
位
を
付

け
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め
て

い
く
も
の
で
す
。

行
政
評
価

？

導
入
目
的

より良い行政サービスの提供を目指して「行政評価」を導入します。

Ì行政改革推進室　523局3506
　gyokaku@city.tahara.aichi.jp

計画
   LAN
［プラン］
PP

評価
   HECK
［チェック］
CC

改善
   CTION
［アクション］
AA

実施
   O
［ドゥー］

DD

行政評価

PDCAマネジメントサイクル
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平
成
18
年
度
に『
田
原
市
総
合
計
画
』を

策
定
し
、今
年
度
か
ら
新
た
な
目
標
に
向

け
た
行
政
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

行
政
評
価
は
、こ
の
計
画
を
実
行
性
の

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、毎
年
、各
施
策
や

事
務
事
業
の
進
行
・
管
理
を
行
い
、田
原
市

の
目
指
す
将
来
都
市
像
を
実
現
し
て
い
き

ま
す
。

試行評価 結果

　田原市ホームページで、平成18年
度に実施した試行評価の結果（1係１
事業［全９１事業］）を公表しています。

　http://www.city.tahara.aichi.jp/

●田原市総合計画
『市民参加と協働』を念頭に置いた、2007年度から始まる“まちづくりの指針”を示した計画です。
「基本構想」「基本計画」および「実施計画」の３部門で構成しています。

基本構想…2030年ごろの実現を目指す「将来都市像」「都市構造」および「施策の方針」を示します。

基本計画…基本構想に定めた将来都市像や基本的な施策などを実現するために、2007年度から2016年度
までの間に実施する「各分野の施策の方向性」を示します。

実施計画…基本計画に定めた各分野の施策を実現するために「向こう3か年の間に実施する事業内容」を優先
度、重要度などを勘案してスケジュール化したものです。

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て

目
的

手
段

目
的

手
段

目
的

手
段

施策体系

総合計画 行政評価

行政評価 全体像

計画体系 進め方

分野
6本

施策
全49本

基本事業
全162本

事務事業
約1,000本

母子保健の推進

乳幼児
健診事業

母子保健
の推進

健康づくりの推進

福祉
笑顔と優しさの
満ちあふれるまち

● 「人口関連」「経済関連」
「市民満足度」などの指標
による分析

● 事務事業の優先順位付け
● 市民意識調査・統計など
による市政評価の実施

● 成果指標とコストによる
現状分析

● 業務の改善

基本構想

基本計画

政策施策
評価

実施計画
年度計画
（予算編成）

事務事業
評価

進行
管理

実施事項

〈例〉
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現
在
、「
地
球
温
暖
化
」「
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
」な
ど
、地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
ご
み
の
増

加
」「
水
質
の
悪
化
」「
干
潟
・
自
然
海
岸
の

減
少
」「
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影

響
」な
ど
、身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い

る
環
境
問
題
が
、私
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。い
つ
か
、か
け

が
え
の
な
い
渥
美
半
島
の
豊
か
な
自
然
環

境
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
き
が
や
っ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
10
年
、旧
田
原
町
は
こ
の
よ
う
な

問
題
へ
取
り
組
む「
環
境
保
全
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
が
、２
度
の
合
併
や
複
雑
化

し
た
環
境
問
題
な
ど
、社
会
状
況
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、今
回
こ
の
計
画
を
改

定
し
ま
し
た
。

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
社
会

を
構
築
し
、人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
環

境
都
市
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
、ま
た
、

環
境
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
と
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
担
う
具
体
的
な
取
り
組

み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

計
画
の
目
的

　

本
計
画
は
、市
が
掲
げ
る
３
つ
の「
確
保

さ
れ
る
べ
き
環
境
の
姿
」を
実
現
す
る
た

め
、長
期
的
な
目
標
お
よ
び
施
策
の
方
向

と
、そ
れ
ら
の
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
期
間

　

平
成
19
年
度
か
ら

　
　

平
成
28
年
度
ま
で
の
10
年
間

計
画
の
推
進
主
体

　

計
画
の
主
体
は
、「
市
民
」「
事
業
者
」「
市

（
行
政
）」で
す
。

　

６
月
５
日
は『
環
境
の
日
』で
す
。こ
れ
は
、１
９
７
２
年
６
月
５
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
開
催
さ
れ
た「
国
連
人
間
環
境
会
議
」を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。世
界
各
国
で

は
、こ
の
日
に
環
境
保
全
の
重
要
性
を
認
識
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
環
境
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。日
本
で
も
、平
成
３
年
度
か
ら
６
月
の
一
か
月
間
を『
環
境
月
間
』と
定
め
、全
国

で
多
く
の
環
境
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
考

え
た
り
、始
め
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
　
　
　
　
　

環
境
衛
生
課 

☎
23
局
３
５
４
１

田
原
市
環
境
保
全
計
画
改
定

「
豊

自
然

育
　

生

田
原
」

●
大
気
・
水
・
土
壌
な
ど
を
良
好
な
状
態

に
保
つ
こ
と
に
よ
り
、人
の
健
康
を

保
護
し
、快
適
な
生
活
環
境
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
。

事
業
者
は

事
業
活
動
に
お
い
て
公
害
を
防
止

し
、自
然
環
境
な
ど
を
保
全
す
る
と

と
も
に
、市
の
環
境
保
全
施
策
に
協

力
し
ま
す
。

●
地
域
の
歴
史
的
文
化
的
特
性
を
生
か

し
た
快
適
な
環
境
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
。

●
森
林
、農
地
、水
辺
な
ど
に
お
け
る
多

様
な
自
然
環
境
が
体
系
的
に
保
全
さ

れ
る
こ
と
。

市
は

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
環
境
の
保

全
施
策
を
策
定
・
実
施
す
る
と
と
も

に
、広
域
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

市
民
は

日
常
生
活
に
お
い
て
環
境
負
荷
へ
の

低
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、環
境
の

保
全
に
自
ら
努
め
ま
す
。
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本
計
画
で
対
象
と
す
る
環
境
の
範
囲
は
、

大
ま
か
に
次
の
よ
う
な
区
分
と
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
次
の
世
代
に
残
す

こ
と
を
目
指
し
、田
原
に
住
む
人
、田
原
で

働
く
人
、田
原
を
訪
れ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
ら
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
・
創
出
す

る
た
め
に
目
標
と
す
る
環
境
像
を
掲
げ
ま

す
。

目
標
と
す
る
環
境
像

環
境
の
範
囲

資源 循環 持続可能
資源やエネルギーを大切に利用し、持続可能
な循環型の生活を送ることを目指します。

●事業所・地域・家庭におけるCO2削減、省資
源・省エネルギーへの取り組み

●ごみ減量・分別の徹底、生ごみの減量化対
策の実施

●たい肥の生産～利用サイクルの構築によ
る環境保全型農業の推進

●減農薬・減化学肥料を目指す農業の育成
●遊休農地の有効利用

多様 自然 宿
渥美半島の多様な自然を将来にわたって保
全し、次の世代に伝えることを目指します。

●生態系に配慮した動植物生息・生育地の保
全と回復

●海岸の浸食対策の実施
●ＮＰＯなどによる自然保護活動の推進
●市民が親しむ河川の整備
●身近な生き物と触れ合うことのできる生
物生息空間の創造

暮
美しく安らぎのある景観を保ち、うるおいの
ある快適なまちを目指します。

●魅力ある個性的な都市空間の形成
●田園景観の保全
●自然・歴史・文化資源のネットワーク化
●核となる緑地の保全・確保
●水と緑のネットワークの形成

空気 水
きれいな空気や水のもと、安心して暮らすこ
とができるまちを目指します。

●畜産事業場の公害防除施設等整備に対す
る支援

●家畜排せつ物の処理・保管施設整備の推進
●公共下水道等整備地域における接続の促
進

●合併処理浄化槽の設置・転換の促進

自然環境分野
生態系を構成する野生
動植物と生態系の基盤
である水辺・農地・森林
などの基盤環境要素

生活環境分野
住民の暮らしや健康に
かかわる大気汚染や水
質汚濁・騒音・振動など
の環境要素

快適環境分野
地域の魅力や安らぎ・う
るおいのあるまちづく
りにかかわる景観・緑な
どの環境要素

地球環境分野
地球環境問題について、地域からの取り組み
となる廃棄物やエネルギー、また市町村の枠
を越えて取り組む必要のある水循環など、広
域的・長期的な視野で考える必要のある環境
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平
成
17
年
２
月
に
設
立
し
た『
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
地
域
協
議
会
』は
、市
民
・
事
業
者
・
教
育
関
係
機
関
お
よ
び
行

政
が
主
体
か
つ
連
携
し
て
、日
常
生
活
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。田
原
市
の
目
指
す
、環
境
と
共
生
す

る
豊
か
で
持
続
可
能
な
地
域「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
」を
実
現
す
る
た
め
の
推
進
役
で
あ
り
、地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
に
基
づ
く「
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

【
平
成
19
年
度
の
主
な
活
動
予
定
】

エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
の
推
進

　

毎
月
１
日
を『
田
原
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
』

と
定
め
、「
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
〜
省
エ

ネ
・
省
資
源 

で
き
る
こ
と
か
ら
〜
」を
合

言
葉
に
家
庭
や
事
業
所
に
お
け
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
エ
コ
ラ
イ
フ
を
推
進
す
る
標

語
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

複
層
ガ
ラ
ス
等
省
エ
ネ
資
材

　
　
　
　

導
入
補
助
事
業
の
推
進

　

省
エ
ネ
資
材
の
導
入
を
推
進
し
、市
内

全
域
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
抑
制
な
ど

を
図
り
ま
す
。

※
平
成
19
年
度
の
詳
細
内
容
は
、７
月
号
で
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

た
は
ら
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

　

７
月
29
日（
日
）に
開
催
す
る「
た
は
ら

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ス
タ
」で
、地
球
温

暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
Ｐピ

ー

Ｒア
ー
ル

。南
の
島

「
ツ
バ
ル
」講
演
会
・
写
真
展
を
田
原
市
と

共
催
で
開
催
し
ま
す
。

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

※
詳
細
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　ライトダウンキャンペーンは、１年で１番日が長い夏
至の夜に照明を消し、エネルギー問題や地球温暖化につ
いて考えようという全国的なイベントです。
　田原市もこの動きに賛同し、「たはらエコ・ガーデンシ
ティ地域協議会」と共催して『ブラックイルミネーション
2007』と題したライトダウンを実施します。現在、参加
施設（事業所・学校など）を募集しています。参加を希望さ
れる施設の方は、エコエネ推進室までお電話ください。

ブラックイルミネーション2007
日　　　時●6月24日（日）
　　　　　　午後8時～午後10時（2時間の消灯）
場　　　所●市内公共施設および参加事業所
問い合わせ●エコエネ推進室☎23局7401

※皆さんもこの機会に、無駄な
電力の使用を見直し、ライト
ダウンを実践してみましょ
う。

ライトダウンキャンペーン in たはら

清掃活動で魅力あるまちへ
　田原市では、毎年６月の第１日曜日（本年は６月３日）を
『田原を美しくする推進デー』と定めています。「きれいなま
ちは、みんなの手で」を合言葉に、市民および団体の参加を
得て、道路や公園などの公共的な場所の清掃活動を行いま
す。ご協力をお願いします。
　ごみの減量化には、一人一人の行動や心がけが大切で
す。自分のごみは自分で持ち帰り、ポイ捨て・不法投棄は絶
対にやめましょう。

レンタサイクルの社会実験を実施
　田原市では、環境にやさしく、利用者自身の健康づくり
にもつながる自転車の利用を推進しています。
　今回、実験的に市街地でのレンタサイクル（賃貸自転車）
を行います。利用状況の調査、レンタサイクルの有効性な
どを検討し、今後の展開につなげていきます。

期　　間●８月１日から３か月間
対　　象●高校生以上の方
料　　金●無料
貸出場所●田原市役所／田原文化会館
　　　　　田原福祉センターなど
問い合わせ●エコエネ推進室☎23局７４０１
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地
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守

〜
地
球
温
暖
化
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止

向

〜



　

資
源
や
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。今
の
生
活
を
健

全
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、環
境
や
資
源
の
制
約
に
対
応
し

た「
循
環
型
社
会
」を
築
く
こ
と
が
必
要
で
す
。天
然
資
源
の
消
費

を
節
約
し
、循
環
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
、環
境
へ
の
負
荷

を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
も
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
27
局
０
０
０
３　

リ
デ
ュ
ー
ス（Reduce

）�
�

〜
ご
み
を
減
ら
そ
う
〜�

�

リ
ユ
ー
ス（Reuse

）�
�

〜
繰
り
返
し
使
お
う
〜�

�

リ
サ
イ
ク
ル（Recycle

）�
�

〜
再
び
資
源
と
し
て
利
用
し
よ
う
〜�

�

　
使
い
終
わ
っ
た
後
に

出
る
ご
み
の
量
を
な
る

べ
く
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。�

　
一
度
使
っ
た
も
の
を

ご
み
に
し
な
い
で
何
度

も
使
い
ま
し
ょ
う
。�

　
使
い
終
わ
っ
た
も
の

を
も
う
一
度
資
源
に
戻

し
ま
し
ょ
う
。�

�

●リターナブル容器や詰め替え商品を買うなど�

●壊れたものを修理して使うなど�
�

●資源になるごみは分別して回収に出すなど�
�

【
田
原
東
部
校
区
】

相
川　
　
　
　

酒
井
光
男　

谷
熊　
　
　
　

伊
藤　

久　

や
ぐ
ま
台　
　

山
中
孝
一　

豊
島　
　
　
　

大
林
雅
美　

　
　
　
　
　
　

河
邉
義
典　

【
童
浦
校
区
】

吉
胡　
　
　
　

斎
藤
信
男　

木
綿
台　
　
　

増
井
知
子　

吉
胡
台　
　
　

阿
部
正
三　

浦　
　
　
　
　

岡
本
賀
生　

　
　
　
　
　
　

岡
本
長
佳　

西
浦　
　
　
　

鈴
木　

一　

波
瀬　
　
　
　

立
岩
正
道　

光
崎　
　
　
　

山
口
日
出
男

姫
見
台　
　
　

藤
田
真
人　

片
浜　
　
　
　

鈴
木
利
昌　

白
谷　
　
　
　

鈴
木
正
佳　

【
田
原
南
部
校
区
】

大
久
保　
　
　

鈴
木
靖
仙　

　
　
　
　
　
　

中
神
康
陽　

【
田
原
中
部
校
区
】

一
番
東　
　
　

彦
坂
真
美　

一
番
西　
　
　

本
多
俊
雄　

三
番
組　
　
　

木
下　

弘　

四
番
組
西　
　

山
田
正
德　

四
番
組
東　
　

牧
野
唯
志　

四
番
組
南　
　

佐
野
明
朗　

蔵
王
東
ヶ
丘　

西
坂
義
夫　

蔵
王
南
ヶ
丘　

加
子
謙
次　

萱
町
一
区　
　

関　

保
則　

萱
町
二
区　
　

宮
石
順
市　

萱
町
三
区　
　

鈴
木
正
彦　

本
町　
　
　
　

久
野
隆
志　

新
町　
　
　
　

夏
井
一
彦　

【
衣
笠
校
区
】

加
治　
　
　

玉
越
恒
夫　

　
　
　
　
　

杉
原
孝
之　

衣
笠　
　
　

川
口
正
博　

八
軒
家　
　
　

岡
田
親
司　

藤
七
原　
　
　

伊
藤
満
秀　

鎌
田　
　
　
　

榎
本　

昇　

東
滝
頭　
　
　

柴
田　

洋　

赤
石　
　
　
　

鈴
木
海
司　

【
神
戸
校
区
】

川
岸　
　
　
　

金
子
公
生　

漆
田
一
区　
　

河
合　

巧　

漆
田
二
区　
　

河
合　

信　

漆
田
三
区　
　

近
藤
房
夫　

東
赤
石　
　
　

三
島
茂
生　

サ
ン
コ
ー
ト　

近
藤
和
仁　

神
戸
市
場　
　

河
辺
勝
繁　

青
津　
　
　
　

田
中
雅
雄　

希
望
が
丘　
　

河
辺
清
治　

赤
松　
　
　
　

河
合
史
人　

志
田　
　
　
　

都
築
賢
次　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

白
井
重
人　

谷
ノ
口　
　
　

彦
坂
多
一
郎

東
ヶ
谷　
　
　

福
井
孝
之　

【
大
草
校
区
】

大
草　
　
　
　

寺
田
和
幸　

大
草
団
地　
　

沼
野
秀
治　

【
野
田
校
区
】

芦　
　
　
　
　

河
合
善
和　

南　
　
　
　
　

秋
山
達
夫　

彦
田　
　
　
　

岡
本
禎
稔　

雲
明　
　
　
　

川
名　

敏　

保
井　
　
　
　

河
合
哲
男　

東
馬
草　
　
　

河
合
俊
幸　

山
ノ
神　
　
　

小
久
保
正
雄

西
馬
草　
　
　

鋤
柄
勝
利　

今
方　
　
　
　

河
合
朗
光　

北
海
道　
　
　

渡
辺　

財　

野
田
市
場　
　

清
水
晃
一　

仁
崎　
　
　
　

加
藤
玉
生　

ほ
る
と
台　
　

溝
口
賢
司　

【
六
連
校
区
】

長
上　
　
　
　

田
中
生
夫　

久
美
原　
　
　

大
河
義
和　

浜
田　
　
　
　

彦
坂
忠
夫　

百
　々
　
　
　

高
津
政
彦　

新
浜　
　
　
　

太
田
輝
男　

【
高
松
校
区
】

高
松　
　
　
　

光
部
良
一　

　
　
　
　
　
　

近
藤
明
男　

【
赤
羽
根
校
区
】

赤
東　
　
　
　

中
村
悦
三　

赤
中　
　
　
　

杉
原　

孝　

赤
西　
　
　
　

鈴
木
孝
典　

【
若
見
校
区
】

池
尻　
　
　
　

宮
本　

憲　

若
見　
　
　
　

本
田
米
司　

越
戸　
　
　
　

河
合
正
泰　

【
泉
校
区
】

宇
津
江　
　
　

千
賀
徳
芳　

江
比
間　
　
　

山
内　

勲　

八
王
子　
　
　

樅
山
美
芳　

村
松　
　
　
　

高
平
一
美　

馬
伏　
　
　
　

浅
井　

正　

伊
川
津　
　
　

鈴
木
春
彦　

石
神　
　
　
　

岩
田
宏
明　

夕
陽
が
浜　
　

野
中
忠
司　

【
清
田
校
区
】

山
田　
　
　
　

田
中
政
幸　

高
木　
　
　
　

木
村
勝
彦　

折
立　
　
　
　

鈴
木　

茂　

古
田　
　
　
　

宮
川
誠
志
郎

【
福
江
校
区
】

長
沢　
　
　
　

田
中　

勝　

福
江　
　
　
　

川
崎
政
夫　

　
　
　
　
　
　

花
井
博
也　

保
美　
　
　
　

斉
藤
祥
一　

向
山　
　
　
　

石
井
喜
美
也

【
中
山
校
区
】

中
山　
　
　
　

森
下
哲
也　

　
　
　
　
　
　

河
合
和
弥　

小
中
山　
　
　

森
下
一
良　

　
　
　
　
　
　

鬼
頭
正
尚　

【
亀
山
校
区
】

亀
山　
　
　
　

山
本
正
好　

西
山　
　
　
　

杉
本
重
信　

【
伊
良
湖
校
区
】

伊
良
湖　
　
　

尾
澤
美
也　

日
出　
　
　
　

斉
藤
治
司　

【
堀
切
校
区
】

堀
切　
　
　
　

渡
会
健
治
郎

小
塩
津　
　
　

中
村
藤
祐　

【
和
地
校
区
】

和
地
一
色　
　

河
合
敏
男　

和
地　
　
　
　

河
合
秋
利　

土
田　
　
　
　

伊
藤
政
宏　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

　

各
地
区
の
廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
向
上
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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資
源

大
切

〜〝ス
リ
ー
ア
ー
ルＲ〞 循

環
型
社
会

合
言
葉
〜



こどもの日に、江比間野外活動センターでこいの
ぼりキャンプと題したデイ（日帰り）キャンプを開
催しました。参加したのは市内の小学生39名。飯

はん

盒
ごう

を使ってご飯を炊いたり、“野焼きパン”を焼いた
りするなど、日ごろ体験できないアウトドアでの
生活を満喫しました。煙やすすにまみれながらも、
仲間たちと協力して食事を完成させたこの日の主
役たちは、「苦労したけど、自然の中で食べる料理
の味は最高だよ！」と、満足気な様子でした。

田原市博物館で、こどもの日にちなんだ企画「鎧
を着てみよう」を開催しました。このイベントは、
現代の鎧氏が作成した鎧を着て、子どもたちに戦
国武将気分を味わってもらおうというもので、毎
年開催しています。参加したのは、親子など15組30
名。着付け中は鎧の重さにびっくりしながらも、貴
重な体験に笑顔を見せていました。また、着付けが
終わった後は、田原城跡などをバックに思い思い
のポーズで記念撮影を楽しんでいました。

田原文化会館で行われた田原市防災リーダー研修
会に、各地区の防災リーダー約100名が一同に会し
ました。この研修会は、減災のための平常時の活動
や災害時の行動など、防災活動の基礎知識を学び、
リーダーとしての自覚を促そうと行っているもの
です。あいち防災リーダー会長を務める太田貴代
子さん（写真右）を招いて行った講演会では、自主
防災活動の進め方などの講義に、真剣に耳を傾け
る頼もしい姿が見られました。

■戦国武将に変身中！鎧兜を着付けてもらう参加者 ■お母さんの料理もおいしいけど、このシチューの味は格別！

4 5

祝 戦国時代に　タイムスリップ

学ぼう！　防災リーダーの役目土

祝 こどもが主役の　デイキャンプ

■休憩時間も惜しんで講師に質問をする防災リーダーの皆さん
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春の渥美半島写生大会が市観光協会により開催
され、市内のあちこちで半島の美しい風景と向き
合う“画家”たちの姿が見られました。好天に恵
まれた両日、いつも以上に美しさを増した絶景の
数々は、参加した幼・保育園児や小・中学生ら約
150 名の創作意欲をかきたてました。小さな芸術
家たちは、お気に入りの田原市の景色を絵で表現
しようと、画用紙と風景を交互に見つめながら、
真剣に写生に取り組んでいました。

サンテパルクたはらの体験農場で農業体験「田植
え」を行いました。参加したのは、市内外の親子
連れ 18 組 75 名。約１反の田んぼに、もち米の苗
を植えました。参加した子どもたちは、足が抜け
なくなったり、転んで泥だらけになったりするな
ど、初めての体験に苦戦していましたが、最後ま
で楽しみながら苗を植えていました。なお、この
秋には同参加者によって、農業体験「稲刈り」を
行います。〈おいしいお米に育つかな？〉

５月13日（日）に蔵王山で、翌週の20日（日）には渥
美花の村で山林火災訓練を行いました。訓練には、
田原市消防団の10分団合わせて約７００名が参
加。蔵王山に６分団13車両、渥美花の村に４分団12
車両が集結し、それぞれの水利からホースを延長
して放水を行いました。参加した消防団員たちは、
山道を力いっぱい駆け上がると、ホース延長や中
継操作などの動作を確認。もしもの火災の発生に
対処できるよう、態勢を整えていました。

ゴールデンウィークにさまざまなイベントを開催
したサンテパルクたはらは、４月28日（土）～５月
６日（日）の期間に４万２５００人の入場者を記録
しました。期間中の４月29日（祝）には、毎年恒例の
農業祭をサンテドームで開催。新鮮な農畜産物や
園芸品など、バラエティに富んだ地元産のお買い
得品がずらりと並び、売り切れ続出の大盛況でし
た。この日は天候も良く、親子連れを中心に大にぎ
わいの一日となりました。

■景色も天気も最高！筆もどんどん進みます

■転んでもへっちゃら！田植えを楽しむ参加者ら

描きどころいっぱい！　田原の風景日
土

■「いざ」というときに備え訓練する消防団員（蔵王山第３駐車場）

日 おいしいお米に　すくすく育て！

■田原市の友好都市・宮田村の物産展にもたくさんの人だかり

祝 大盛況の　サンテパルク

日
日 地域のために　備えは万全
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日
ご
ろ
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
活

動
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
さ
れ
る
と
認
め

ら
れ
た
松
井
直
さ
ん
（
神
戸
町
）
が
５
月

15
日
（
火
）、
中
部
管
区
行
政
評
価
局
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
委
員
の
業
務
遂
行
に

特
に
尽
力
し
た
と
認
め
ら
れ
た
井
本
親
吾

さ
ん
（
伊
川
津
町
）
も
同
日
、
中
部
管
区

行
政
評
価
局
長
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
田
原

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
行
政
職 

　
　
　
　

若
干
名

・
保
育
職　

 

　
　
　
　

若
干
名

■
受
験
資
格

行
政
職

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
・
短
大

（
専※１
門
学
校
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
方
ま

た
は
平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

保
育
職

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で
に
取
得
見※２
込
み

の
方

■
受
験
で
き
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方

・
外
国
籍
の
方
で
、
永
住
者
ま
た
は
特
別

永
住
者
の
在
留
資
格
の
な
い
方

■
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
７
月
29
日
（
日
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

▼
試
験
内
容
＝
教
養
試
験
・
作
文
試
験
・

適
性
検
査
・
性
格
診
断

■
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
を
実
施
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通

知■
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
て
／
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
な
ど

は
市
役
所
人
事
課
・
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み
は
、
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

■
受
付
期
間

　

６
月
４
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）
／
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
／
郵
送
は
６
月
22
日
（
金
）
必
着

■
そ
の
他

・
採
用
後
の
給
与
は
「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給

・
外
国
籍
の
方
の
任
用
に
は
一
部
制
限
あ

り◉
保
育
職（
社
会
人
）・
消
防
職
の
採
用

　

保
育
職
（
今
回
の
資
格
年
齢
以
上
の

方
）
お
よ
び
消
防
職
（
高
卒
以
上
の
方
）

の
募
集
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
募
集
内

容
に
つ
い
て
は
、
７
月
号
で
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
募
集
人
員
＝
５
名
程
度　

▼
対
象
＝
保

育
士
資
格
を
お
持
ち
で
月
曜
日
〜
金
曜
日

に
勤
務
で
き
る
方　

▼
採
用
期
日
＝
勤
務

可
能
な
日
か
ら　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
応
相
談
） 

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
の
保
育
園　

▼
賃
金

＝
時
給
９
６
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

／
詳
細
は
後
日
通
知　

▼
申
し
込
み
＝
随

時
、
児
童
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

▼
児
童
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

田
原
市
臨
時
職
員

（
保
育
士
）

田
原
市
職
員

中
部
管
区
行
政
評
価
局
長

表
彰
・
感
謝
状

の
受
験
希
望
者
は
、受
験
時
点
で
保
育
士
の

資
格
を
取
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、受
験
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
１学

校
教
育
法
第
82
条
の
２
に
規
定
す
る「
専

修
学
校
」で
、修
業
年
限
２
年
以
上
４
年
未

満
の
専
門
学
校
で
す
。

※
２大

学
・
短
大
の
幼
児
教
育
科
等
の
指
定
保
育

士
養
成
施
設
で
修
学
し
て
い
な
い
保
育
職
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田
原
市
博
物
館
で
開
催
す
る「
企
画
展
」

の
展
示
室
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
お
お

む
ね
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
勤
務
内

容
＝
展
示
室
監
視
・
売
店
な
ど　

▼
採
用

期
間
＝
７
月
５
日（
木
）〜
８
月
26
日（
日
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
・

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
／
原
則
、
交
替

勤
務
／
１
日
勤
務
の
場
合
は
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
正
午
〜
午
後
０

時
45
分
は
休
憩
時
間
）　

▼
賃
金
＝
時
給

７
９
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
／
期
日

な
ど
詳
細
は
後
日
通
知　

▼
申
し
込
み
＝

６
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
（
郵
送
不
可
）
／
休
館
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
で
は
、
平
成
20
年

度
に
入
学
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
体

験
入
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
進
路
選
択
の

参
考
と
な
る
よ
う
に
、
授
業
の
一
部
を
わ

か
り
や
す
く
、
楽
し
く
体
験
で
き
る
よ
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
見
学
会
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
体
験
入
学
会

▼
開
催
日
・
時
間
＝

①
８
月
３
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

②
８
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

■
学
校
見
学
会

▼
開
催
日
・
時
間
＝

①
７
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

②
９
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

③
10
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
（
た
っ

ぷ
く
祭
と
同
時
開
催
） 

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
申
し

込
み
＝
い
ず
れ
も
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・ 

Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
希
望
す
る
内
容
・
日
時
を
明

記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@
city.tahara.aichi.jp

　

託
児
や
子
育
て
に
興
味
の
あ
る
方
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上
で
全
講
座
参
加
で

き
る
方　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
17
日
（
火
）
ま
で
に
は
が
き
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
／
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
③
は
希
望
日
と
希
望
保
育
園

を
第
２
希
望
ま
で
）
を
明
記　

▼
託
児
＝

各
講
座
の
10
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
（
た
だ
し
③
の
保
育
実
習
時
の
託
児
は

な
し
）　

▼
生
涯
学
習
課
（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１

　

田
原
町
巴
江
12

－

１
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

becky@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
18
歳
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤

者　

▼
定
員
＝
各
コ

ー
ス
20
名（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て
（
月

曜
日
休
館
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
の
コ

ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
一
人
２
コ
ー
ス
ま

で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
情
報
推
進
課
☎
22
局
７
２
０
０

田
原
市
博
物
館

夏
の
企
画
展
監
視
員

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者

コース 開催日 時間 場所

初級
① 7/4～ 7/20までの水・金曜日 13:30～15:30

情報センター
② 7/24～ 8/9までの火・木曜日  9:30～ 11:30

デジカメ写真入門 ① 7/10～ 7/12までの3日間  9:30～ 11:30

案内文作成
① 6/26  9:30～ 11:30

② 7/12 13:30～15:30 渥美文化会館

文書作成
（ワード初級）

① 7/15～ 8/5までの日曜日 9:30～ 11:30

情報センター

② 7/24～ 8/2までの火・木曜日 13:30～15:30

表計算
（エクセル初級）

① 6/26～ 6/29までの4日間 13:30～15:30

② 7/15～ 8/5までの日曜日 13:30～15:30

パワーポイント初級 ① 6/24～ 7/8までの日曜日 13:30～16:30

田
原
福
祉
専
門
学
校

体
験
入
学
会
・
学
校
見
学
会
参
加
者

回 日時 場所 内容 講師

① ７月28日（土）
13:30～ 16:30

田原福祉
センター
大会議室

「乳幼児の発達と世話
の仕方」「応急手当」

健康課保健師
消防本部救急救命士

② ８月５日（日）
14:00～ 16:00

田原福祉
センター
大会議室

「託児の現状と魅力」
豊橋の託児グループ
「kids&Mama」
「NPOねこのて」の皆さん

③

８月６日～10日・
８月17日～31日
（土日を除く）のうち、
希望する日１日

市内保育園 保育実習 保育士

■託児ボランティア養成講座

■パソコン教室

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

参
加
者
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心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を

学
ぶ
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ

な
た
の
そ
ば
に
い
る
大
切
な
人
の
命
を
救

う
た
め
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

▼
日
時
＝
６
月
30
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
市
消
防

署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
29
日

（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
講
習
修
了
者

に
は
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

　

突
然
の
事
故
や
病
気
か
ら
幼
い
命
を
守

る
た
め
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
を
対
象
に
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

▼
日
時
＝
７
月

７
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

（
３
階
）　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

６
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
・
託
児

利
用
の
有
無
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
講

習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　
syoubous@

city.tahara.aichi.jp
▼
健
康
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

kenko@
city.tahara.aichi.jp

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
て
い
る
高

齢
者
向
け
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
す
。誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
内
容
で
す
。

日
ご
ろ
運
動
不
足
だ
と
感
じ
て
い
る
あ
な

た
、
こ
の
機
会
に
教
室
に
参
加
し
て
、
心

身
機
能
の
衰
え
を
防
ぎ
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
の
方　

▼
開
催
日

時
＝
７
月
下
旬
〜
３
月
下
旬
の
毎
週
金
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

▼
場
所
＝

田
原
市
総
合
体
育
館
第
２
武
道
場　

▼
定

員
＝
35
名
（
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
６
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
過

去
に
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
と

な
り
ま
す
。

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

▼
講
演
内
容
＝
「
戦
国
の
愛
知
を
描
く
」

▼
講
師
＝
三
重
大
学
教
授　

藤
田
達
生

氏
ほ
か　

▼
日
時
＝
７
月
14
日
（
土
）
午

後
１
時
〜　

▼
場
所
＝
蒲
郡
市
民
会
館
東

ホ
ー
ル　

▼
入
場
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝

２
０
０
名　

▼
申
し
込
み
＝
愛
知
県
県
史

編
さ
ん
室
に
直
接
電
話
に
て　

▼
愛
知
県
県
史
編
さ
ん
室

☎（
０
５
２
）９
７
２
局
９
１
７
２

▼
対
象
＝
市
内
に
住
む
小
学
生
と
保
護
者

▼
日
時
＝
７
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

正
午
ご
ろ　

 

▼
集
合
場
所
＝
江
比
間
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
青
年
の
家
）　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
20
組　

▼
募
集

期
間
＝
６
月
18
日
（
月
）
か
ら
先
着
順
に

て
受
付
開
始
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
小
学
生

の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記　

▼
そ
の

他
＝
小
雨
決
行
（
雨
天
の
場
合
は
青
年
の

家
に
て
レ
ク
チ
ャ
ー
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

市
民
参
加
に
よ
る
里

山
の
保
全
と
活
用
を
目

指
し
、
里
山
づ
く
り
の

た
め
の
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
「
里
山
保
全
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
（
全
７
回
）」
を

開
催
し
ま
す
。
里
山
づ
く
り
を
始
め
た
い

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝
講
義
と
里
山
調
査
な
ど
の
実
技

（
内
容
・
日
程
な
ど
は
決
ま
り
し
だ
い
通
知
）

▼
募
集
人
員
＝
30
名
程
度　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

　

koen@
city.tahara.aichi.jp

里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座
参
加
者

パ
パ
マ
マ
普
通
救
命
講
習
会

受
講
者

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者

生
涯
学
習
講
座「
親
子
自
然
観
察
会
」

パ
ー
ト
１ 

参
加
者

シ
ル
バ
ー
健
康
大
学
参
加
者

愛
知
県
史
を
語
る
会
参
加
者
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破は

傷し
ょ
う

風ふ
う

菌
は
土
壌
に
広
く
分
布
し
、
土

い
じ
り
な
ど
に
よ
り
傷
口
か
ら
感
染
し
ま

す
。
発
病
す
る
と
口
が
開
か
な
く
な
っ
た

り
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
す
る
な
ど

の
症
状
が
現
れ
る
ほ
か
、
死
に
至
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

発
病
を
防
ぐ
に
は
予
防
接
種
が
有
効
で

す
。
初
め
て
の
方
は
９
月
と
10
月
に
各
１

回
、
次
年
度
に
１
回
と
、
計
３
回
の
接
種

が
必
要
で
す
。

▼
対
象
＝
平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
で
22

歳
以
上
の
希
望
者　

▼
実
施
日
＝
①
９
月

20
日
（
木
）・
10
月
25
日
（
木
）　

②
９
月

21
日
（
金
）・
10
月
26
日
（
金
）　

▼
実
施

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２
時　

▼
場
所
＝
①
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

②
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
費
用
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て　

▼
そ
の

他
＝
昨
年
度
に
初
回
接
種
（
１
回
目
・
２

回
目
）
を
し
た
方
お
よ
び
、
10
年
ご
と
の

追
加
接
種
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

▼
健
康
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
た
め
、
各
種
証
明
書
交
付
事
務
を
対

象
と
し
た
窓
口
業
務
の
受
付
時
間
を
延
長

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
窓
口
お
よ
び
業
務

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
０
１
８
０

▼
税
務
課 

☎
23
局
３
５
０
９

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出
実
績

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
届
出
実
績
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
文
書
課

☎
23
局
３
７
２
８　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料（
予
約
制
）

で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
８
月
２
日
（
木
）・
３
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝

豊
橋
市
豊
城
地
区
市
民
館
（
豊
橋
市
今
橋

町
16
）
▼
申
し
込
み
＝
７
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
指
導
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
指
導
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

延長日時
月曜日～金曜日　午後5時15分～7時
【祝祭日・年末年始を除く】
※なお、6/29（金）は、窓口移転作業により行いません

担当窓口 市民課および税務課  ※各支所の窓口は対象ではありません

業務内容

市民課
1各種証明書の交付
（住民票の写し・印鑑登録証明書・戸（除）籍謄

とう

・抄本）
2印鑑登録

税務課

1各種証明書の交付
（所得証明・納税証明・課税証明・資産証明・評価証明）
2市税の収納
3水道料金・下水道使用料・農業集落排水施設使用料
の収納（納付書をお持ちください）

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

成
人
破
傷
風
予
防
接
種

市
役
所
窓
口
業
務
の
一
部
を

午
後
７
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す

※住所変更（転入・転出など）や公簿の閲覧など、上記以外の業務は対
象外となりますのでご注意ください。

請
求
者
数

3
人

請
求
件
数

23
件

　

全
部
開
示　
　
　

※
１

16
件

　

部
分
開
示　
　
　

※
２

3
件

　

不
存
在

4
件

不
服
申
し
立
て

1
件

申
出
者
数

2
人

申
出
件
数

2
件

　

全
部
開
示　
　

   

※
１

1
件

　

非
開
示　
　

 　

  

1
件

■
開
示
の
請
求

■
開
示
の
申
出

平
成
18
年
度
の

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

※
１　

請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の

全
部
を
開
示

※
２　

請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の

う
ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
開

示
で
き
な
い
一
部
を
除
い
て
開
示

平
成
18
年
度
の

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
２
件

教
育
委
員
会

２
件

選
挙
管
理
委
員
会

３
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

３
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

３
件

議
会

０
件

入
学
前
就
学
相
談
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現
在「
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」

を
お
持
ち
の
方
に
、
８
月
１
日
か
ら
利
用

可
能
と
な
る
受
給
者
証
へ
の
更
新
手
続
き

を
行
う
た
め
の
「
更
新
申
請
書
」
を
郵
送

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６

月
中
に
市
役
所
保

険
年
金
課
ま
た
は

赤
羽
根
・
渥
美
各

支
所
の
市
民
生
活

課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
を
提
出
し
な
い
場
合
、
所
得
の

判
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
新

し
い
受
給
者
証
を
ご
用
意
で
き
ま
せ
ん
。

期
限
内
に
忘
れ
な
い
よ
う
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

所
得
判
定
の
結
果
に
よ
り
…

●
引
き
続
き
受
給
資
格
の
あ
る
方

　

新
し
い
受
給
者
証
と
、
現
在
お
持
ち
の

受
給
者
証
（
旧
受
給
者
証
）
を
回
収
す
る

た
め
の
返
信
用
封
筒
を
、
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
８
月
以
降
は
新
し
い
受
給
者

証
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
旧
受
給
者
証
は

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

●
所
得
額
が
制
限
額
を
超
え
た
方

　

受
給
資
格
喪
失
届
と
、
旧
受
給
者
証
を

回
収
す
る
た
め
の
返
信
用
封
筒
を
郵
送
し

ま
す
。
喪
失
届
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
旧
受
給
者
証
と
と
も
に
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
」
の
更

新
手
続
き
は
７
月
か
ら
開
始
し
ま
す
の

で
、も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

の
性
能
・
精
度
を
一
定
水
準
に
保
ち
、
公

平
な
取
り
引
き
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
検
査
で
す
。
検
査
を
受

け
ず
に
取
り
引

き
・
証
明
に
使

っ
た
場
合
、
計

量
法
違
反
で
処

罰
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の

で
、
検
査
は
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
・
場
所
＝
表
の
と
お
り　

▼
検

査
手
数
料
＝
２
５
０
円
〜
（
計
量
器
の
種

類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）　

▼
そ
の
他
＝

業
務
に
計
量
器
を
使
用
し
て
い
る
事
業
所

で
、
一
度
も
こ
の
検
査
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
外
出
す

る
機
会
が
増
え
る
こ

の
時
期
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
が
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
無
謀
運
転
や
飲
酒
運

転
を
な
く
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
地
域
全
体
で
交
通
安
全
運
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
目
標
】

・
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

・
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う

・
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

最
近
、
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一

酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

使
用
す
る
際
に
は
、
必
ず
換
気
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
一
酸
化
炭
素
発
生
の
要
因

　

物
が
燃
え
る
た
め
に
は
、
空
気
が
必

要
で
す
。
十
分
な
換
気
を
し
な
け
れ
ば
空

気
が
不
足
し
、
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま

す
。
ち
な
み
に
、
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
の

部
屋
で
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用
す

る
と
、
約
20
分
で
致
死
量
の
一
酸
化
炭
素

が
部
屋
に
充
満
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
一
酸
化
炭
素
の
特
徴
と
危
険
性

　

無
色
無
臭
の
気
体
で
す
。
頭
痛
や
吐
き

気
で
異
変
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
す
で

に
手
足
が
し
び
れ
て
動
け
ず
、
手
遅
れ
に

な
っ
て
死
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
愛
知
県
商
業
流
通
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
３
３
７

計
量
器
の
定
期
検
査
を

お
忘
れ
な
く
！

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
）

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

使
用
の
際
に
は
必
ず
換
気
を
！

６
月
は
母
子
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新
月
で
す

扶養親族数 所得制限額
０人 1,920,000円

１人 2,300,000円

２人 2,680,000円

３人 3,060,000円

４人 3,440,000円

■母子家庭等医療費の所得制限額

【例】
受給者の扶養親族数が２人で、所
得が2,680,000円を超えてない
場合、引き続き受給資格があると
判定されます。

実施日 場所

6月19日（火） 市役所

6月20日（水） 赤羽根文化会館

6月21日（木）

6月22日（金）
渥美文化会館

【時間】
各日とも
午前10時～正午・午後１時～３時

■計量器の定期検査日程表
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都
市
計
画
道
路
見
直
し
の
た
め
、
市
内

の
未
整
備
区
間
の
必
要
性
を
検
討
し
た
結

果
、
２
路
線
（
神
戸
蔵
王
線
・
姫
島
港
線
）

が
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

中
に
都
市
計
画
手
続
き
に
入
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
21
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

▼
場
所
＝
市
役
所
大
会
議
室　

▼
そ
の
他

＝
関
係
す
る
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０

▼
東
三
河
建
設
事
務
所
建
設
第
一
課

☎（
０
５
３
２
）52
局
１
３
１
１

　

児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１

日
に
お
け
る
受
給
者
や
児
童
の
状
況
を
報

告
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
提
出
し
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の

手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
は
受
給
者
あ
て
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
＝
６
月
29
日
（
金
）　

▼
そ

の
他
＝
受
給
者
の
保
険
証
の
写
し
や
児
童

手
当
用
の
所
得
証
明
書
（
平
成
19
年
１
月

１
日
以
降
に
転
入
し
て
き
た
方
）
な
ど
、

　

田
原
市
大
久
保
町
地
内
に
あ
る
宮
西
遺

跡
の
調
査
概
要
で
す
。
田
原
市
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
仕
様
＝
Ａ
４
版
55
ペ
ー
ジ　

▼
価
格
＝

１
５
０
０
円
（
販
売
中
）　

▼
販
売
場
所

＝
田
原
市
博
物
館　

▼
そ
の
他
＝
郵
送
で

の
申
し
込
み
可　

▼
文
化
財
課

☎
33
局
３
５
０
１　

22
局
３
８
１
１

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
４
月
16
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
、
社

会
福
祉
向
上
の
た
め
金
５
万
円
。

必
要
に
応
じ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
書
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
児
童
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
規
追
加
指
定
工
事
店

・
高
松
水
道 

☎
45
局
３
６
８
８

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

（
線
形
変
更
）に
関
す
る
説
明
会

『
宮
西
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』

を
発
刊

●田原市消防署●田原市消防署

←←至：滝頭公園至：滝頭公園

成章高等学校●成章高等学校●

児
童
手
当
現
況
届

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

お詫びと訂正
　広報たはら４月号７ページ「主
要財政指標」の表に誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。

（正）

・地方債残高（下水道関連、水道関
連の残高は含まない）
・経常収支比率

（誤）
・地方債残高（下水道関連、水道関
連の残高を含む）
・経営収支比率

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

防災対策室 523局3515 　23局0180

田原市防災
開講

田原市防災
開講

　防災・減災活動に取り組んでいる方や、自然災害の
備えに興味がある方を対象に、基礎知識の習得・スキ
ルアップを目的とした「防災カレッジ」
を開講します。

対象Ì地区自主防災会役員のほか、防災
に興味がある方ならどなたでも

内容Ì各専門分野の講師による講義（全4回）
第1回「気象情報の予測精度、災害時の通信手段」
7/14日（土）13:30～15:30／田原文化会館2階会議室
第2回「高齢・障害者の避難対策、災害時の防犯対策」
10/20日（土）13:30～15:30／田原文化会館2階会議室
第3回「災害時の生活環境、電力の復旧過程」
1/19日（土）13:30～15:30／田原文化会館2階会議室
第4回「自主防災会活動事例発表、自助・共助の必要性」
3/2日（日）13:30～15:30／田原文化会館文化ホール
※内容は全て予定です。所定のカリキュラムを修了した方には「田
原市防災リーダー」の称号を授与します。

申し込みÌ6月29日（金）までに防災対策室、田原文化
会館などにある所定の用紙に必要事項を記入のうえ
提出（詳しくはお問い合わせください）
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◉
〜
７
月
１
日
日

田
原
市
博
物
館
平
常
展

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）月
曜
日
休
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
と
山
本
琹
谷
、浮
世
絵

で
見
る
風
景
画
、役
者
絵
の
世
界

観
覧
料
▼
一
般
２
１
０
円（
１
６
０
円
）、

小
・
中
学
生
１
０
０
円（
80
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

※
毎
週
土
曜
日
は
小
・
中
・
高
生
無
料
開
放
日

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
６
月
６
日
水

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
忍
び
寄
る
災
害
に
備
え
て
〜
そ
の

時 

貴あ
な
た方

の
出
来
る
事
！
〜

受
講
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
当
日
、受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
１
日
日

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

集
合
場
所
▼
赤
羽
根
文
化
会
館

対
象
▼
小
学
生
以
上
の
健
康
な
方（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

内
容
▼
今
回
は
赤
羽
根
地
区
で
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。海
あ
り
山

あ
り
の
絶
景
コ
ー
ス
は
見
ど
こ
ろ
満

載
！
コ
ー
ス
途
中
の
ゲ
ー
ム
や
ビ
ン

ゴ
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼

❶
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文
化
会
館
、渥
美

運
動
公
園
な
ど
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、直
接
提
出

❷
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
に
て

申
込
期
限
▼
６
月
22
日（
金
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

月
の
イ
ベ
ン
ト

6

月
の
イ
ベ
ン
ト

7

8月5日（日）※予備日 8月6日（月）
開 会 式Ì午前8時30分
競技開始Ì午前9時～
会　　場Ì白谷海浜公園陸上競技場
競技部門Ì小学校の部／中学校の部／

高校・一般の部

第2回
田原市陸上競技選手権大会
ならびに 平成19年度
田原市中学校陸上競技大会

参加資格Ì市内在住・在勤・在学者
競技種目Ì【男女共通】100ｍ、200ｍ、
800ｍ、4×100ｍR、走幅跳、走高跳、砲丸投
【男子のみ】400ｍ、5000ｍ、110ｍH
【女子のみ】100ｍH
申込方法Ì7月27日（金）午後5時までに
田原市体育協会へお申し込みください。

Ì田原市体育協会（田原文化会館内）
522局6063

高校・一般 部 参加者 募集 ！

夏休みに親子を対象にした「民俗教室」を開催します。�
昔の人の知恵や工夫を体験してみませんか？�
�
対　象Ì市内在住・在勤の親（保護者）と子ども�
日　時Ì8月5日（日） 午前9時30分～午後1時�
場　所Ì渥美郷土資料館、渥美文化会館料理研修室ほか�
�

内　　容Ì手打ちうどんづくりと昔の民具の解説�
定　　員Ì35名（先着順）�
参 加 費Ì200円（材料費など）�
申し込みÌ7月22日（日）までに電話にて�

Ì田原市博物館�
522局1720 　23局3770　�
Ì渥美郷土資料館�
533局1127 　34局1010�
�
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田原・赤羽根・渥美田原・赤羽根・渥美

EVENT文化会館・文化ホール

田原文化会館
赤羽根文化会館
渥美文化会館

522局6061　　22局6455
545局3939　　45局3901
533局1000　　34局1010

チケット販売・お問い合わせ

上妻宏光 
「生一丁！」 Tour2007
津軽三味線の古典楽曲のほか、
桑山哲也氏を迎え、アコーディオン
とのコラボレーションを展開します。

日 時　６月23日（土）
　　　　　午後７時開演
　 　 　 　　（30分前開場）
場 所　田原文化会館
　　　　　文化ホール
入 場 料　４,０00円
　　　　　（当日500円増）
　　　　　※未就学児入場不可
チケット　田原文化会館にて発売中
問 合 先

◉
７
月
４
日
水

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
暮
ら
し
術

　

〜
効
果
バ
ツ
グ
ン「
家
庭
円
満
術
」〜

受
講
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
当
日
、受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
７
日
土

海
開
き

時
間
▼
午
前
10
時
〜

場
所
▼
白
谷
海
水
浴
場
、
仁
崎
海
水
浴

場
、
伊
良
湖
海
水
浴
場

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
14
日
土

市
政
ぴ
ー
あ
ー
る
講
座（
第
２
回
）

〜
便
利
で
安
全
な
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
〜

時
間
▼
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
田
原
市
情
報
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
や
公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
利
用
法
を

チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの

販売となります。

託児サービス（先着10名まで）
各イベントの10日前までに、生涯学習課まで
お申し込みください。（おやつ代実費）

親子人形劇 
「ハリネズミのくるりん」と「おっきょち
ゃんとかっぱ」の２本立てです。
じゅうたん
の上に座っ
て、親子で
お楽しみい
た だ け ま
す。

日 時　８月25日（土） 
　　　　　午前10時30分開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館多目的ホール
入 場 料　大人500円　小人300円
前売開始　７月８日（日）午前９時から前売開始
販売場所　田原・赤羽根・渥美文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

知
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、パ
ソ
コ
ン
の
安
全

な
使
い
方
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員
▼
30
名

受
講
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

申
込
期
限
▼
７
月
６
日（
金
）

▼
文
書
課

☎
23
局
３
７
２
８

　

23
局
０
１
８
０

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

６月14日木・７月12日木

　時 間 ▼午後１時 30 分～３時 30 分
　場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

６/23
全席指定

8/25
全席自由
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訪問日

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

 6/ 7［木］・ 6/21[木]・ 7/ 5[木]

 6/12［火］・ 6/26[火]・ 7/10[火]

 6/12［火］・ 6/26[火]・ 7/10[火]

 6/ 1［金］・ 6/15［金］・ 7/ 6[金]

 6/ 6［水］・ 6/20［水］・ 7/ 4[水]

 6/ 5［火］・ 6/19[火]・ 7/ 3[火]

 6/ 1［金］・ 6/15［金］・ 7/ 6[金]

 6/ 6［水］・ 6/20［水］・ 7/ 4[水]

 6/14［木］・ 6/28［木］・ 7/12［木］

 6/14［木］・ 6/28［木］・ 7/12[木]

 6/13［水］・ 6/27［水］・ 7/11[水]

 6/13［水］・ 6/27［水］・ 7/11[水]

 6/13［水］・ 6/27[水]・ 7/11［水］

 6/13［水］・ 6/27[水]・ 7/11［水］

 6/21［木］・ 7/ 5［木］・ 7/19[木]

 6/21［木］・ 7/ 5［木］・ 7/19[木]

 6/12［火］・ 6/26［火］・ 7/10[火]

 6/12［火］・ 6/26［火］・ 7/10[火]

 6/ 6［水］・ 6/20［水］・ 7/ 4[水]

 6/ 6［水］・ 6/20［水］・ 7/ 4[水]

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程●６・７月

図書館休館日

６月

７月

ステーション 訪問時間

中央図書館
523局4946（よくよむ） ／　 tosho@city.tahara.aichi.jp

２日［月］・９日［月］・13日［金］・17日［火］・23日［月］・
30日［月］

４日［月］・８日［金］・11日［月］・18日［月］・25日［月］

ジ
メ
ジ
メ
す
る
梅
雨
が
や
っ
て
き
ま

す
。皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
梅
雨
は
、

ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
梅
雨
と
い

う
と
、
あ
ま
り
い
い
イ
メ
ー
ジ
は
わ
き

ま
せ
ん
が
、
私
は
「
ぼ
う
が
い
っ
ぽ
ん

あ
っ
た
と
さ
」
で
始
ま
る
〝
え
か
き
う

た
〞
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。「
６
月
６
日

に
あ
め
が
ザ
ア
ザ
ア
ふ
っ
て
き
て
」
の

フ
レ
ー
ズ
が
何
と
も
こ
の
時
期
の
歌
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た

絵
は
、
ま
っ
た
く
梅
雨
と
は
関
係
な
い

で
す
が
・
・
・
。

　

さ
て
、
図
書
館
に
は
〝
え
か
き
う
た
〞

だ
け
で
な
く
、
言
葉
遊
び
の
本
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
言
葉
遊
び
や
子
ど
も

向
け
の
詩
は
、
言
葉
に
ふ
れ
あ
い
・
な

じ
む
の
に
い
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
お
子
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
言
葉
遊
び
を
し
て
み
る
と
面
白
い
と

思
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
使
い
慣
れ
た
日
本

語
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
ぼ
う
が
い

っ
ぽ
ん
あ
っ
た
と
さ
」
の
え
か
き
う
た

は
き
ち
ん
と
描
け
ま
す
か
？

一般展示コーナー◎6月
「お父さん」 （6月9日［土］～7月12日［木］）
6月17日は父の日です。頑固オヤジにマイホームパパなど、一家
の大黒柱「お父さん」に注目してみました。

こどもしつ展示コーナー◎6月こどもしつ展示コーナー◎6月
「「こどもしつ☆ムシムシワールドこどもしつ☆ムシムシワールド」」  （6月9日［土］（6月9日［土］～7月12日［木］）
夏はザワザワ・・・こどもしつの虫たちも騒ぎ出す！夏はザワザワ・・・こどもしつの虫たちも騒ぎ出す！

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／6月17日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／7月7日（土）　15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／6月13日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／6月19日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／6月17日（日）　13:30～
　　　7月7日（土）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

か
わ
い
い

　

コ
ッ
ク
さ
ん
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子
ど
も
の
む
し
歯
を
防
ご
う
！

　

子
ど
も
が
む
し
歯
に
な
る
率
は
、

年
齢
と
と
も
に
高
く
な
り
ま
す
。
１

歳
６
か
月
と
３
歳
の
「
む
し
歯
有
病

者
率
」
を
比
較
す
る
と
、
な
ん
と
10

倍
以
上
に
も
跳
ね
上
が
っ
て
い
ま

す
。
特
に
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
幼

児
期
や
学
童
期
。「
健
康
た
は
ら
21

計
画
」
の
中
で
は
、
む
し
歯
の
な
い

３
歳
児
の
割
合
を
80
％
以
上
に
、
ま

た
、
12
歳
児
の
む
し
歯
（
永
久
歯
）

数
を
一
人
平
均
１
本
以
下
に
す
る
こ

と
を
目
標
に
定
め
て
い
ま
す
。
む
し

歯
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で
予

防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
は
感
染
す
る
っ
て
ホ
ン
ト
？

　

む
し
歯
の
原
因
「
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
」
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

口
移
し
な
ど
で
も
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
の

際
に
は
、
同
じ
ス
プ
ー
ン
や
は
し
を

使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
予
防
は
「
家
族
み
ん
な
」
で

　

子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
に
は
、
家

族
の
協
力
が
必
要
で
す
。
年
を
と
っ

て
も
丈
夫
な
自
分
の
歯
を
保
ち
、
楽

し
い
食
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ

う
、
み
ん
な
で
歯

の
健
康
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

母子健康手帳交付

育児相談

健康相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

７月26日（木）　午前10時～11時30分

７月13日（金）　午前９時30分～10時30分

７月２日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

田原福祉センター 身体計測、育児・栄養相談
（乳幼児対象）

身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● インフォメーション

月日 電話番号当直医

● 休日当直医

６月10日（日）

６月24日（日）

６月17日（日）

７月１日（日）

月日 電話番号当直医

７月８日（日）

７月16日（祝）

７月22日（日）

７月29日（日）

７月15日（日）

5 2 2局 7 7 7 7
5 2 4局 4 1 0 0
5 3 2局 3 7 4 9
5 2 2局 0 4 0 4
5 2 2局 0 7 5 6
5 4 5局 2 2 0 3
5 3 3局 0 2 3 9
5 2 3局 3 9 6 4
5 3 3局 0 2 2 2
5 2 4局 0 0 8 0
5 2 3局 1 3 1 6
5 3 3局 0 1 6 2
5 2 2局 0 2 1 4
5 2 2局 1 2 3 0
5 4 5局 2 5 1 6
5 2 4局 1 8 0 0

5 2 2局 7 7 7 7
5 2 4局 4 1 0 0
5 3 7局 0 0 0 1
5 2 2局 0 4 0 4
5 2 9局 2 5 0 0
5 3 3局 0 3 1 3
5 2 2局 0 6 8 5
5 2 2局 6 1 3 3
5 2 3局 1 0 9 2
5 4 5局 2 1 4 5
5 2 3局 7 3 0 0
5 2 2局 0 2 2 7
5 2 2局 5 8 7 8
5 3 5局 1 5 1 1
5 2 2局 4 1 8 2

百瀬クリニック
山本耳鼻咽喉科
昭和医院
木村歯科医院
國見医院
山本医院
鈴木歯科医院
北山クリニック
津金医院
かわい歯科
富永医院
朽名医院
平野歯科医院
かわせ小児科
渡会医院
金田歯科医院

百瀬クリニック
山本耳鼻咽喉科
岡田医院
木村歯科医院
ふれあいばし診療所
丸山医院
佐野歯科医院
河合医院
きまた眼科
赤羽根医院
赤石歯科クリニック
永井医院
ふくい眼科
川瀬医院
おおかわ歯科

田原福祉センター 妊娠中の方とその夫（予約制）
パパの妊婦体験、赤ちゃんのもく浴など

パパママスクール
（育児体験コース） ７月７日（土）　午前８時50分～９時

田原福祉センター

あつみライフランド
５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話離乳食教室

７月11日（水）　午前９時50分～10時

７月23日（月）　午前９時50分～10時

診療時間Ì医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午
夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院Ì5 22局2131

0%

10%

20%

30%

40%

50%
愛知県田原市
（H17）（H18）

年長年中年少３歳1.6歳

●田原市の子どものむし歯有病者率

むし歯のむし歯の
ある子ある子 むし歯のむし歯の

ない子ない子

72.5%

1.53本 1本

むし歯のむし歯の
ある子ある子 むし歯のむし歯の

ない子ない子
３
歳

12
歳

80.0%

田原市の現状
（平成18年度） （平成22年目標値）

健康たはら21

●「健康たはら21」の目標
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健康課
田原福祉センター
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386



◆
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

・
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
地
域
資
源
有
効

活
用
を
目
指
し
、
公
共
施
設
や
家
庭

へ
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

【
目
標
】
２
０
１
０
年
度
ま
で
に
市
内
全

域
で
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
を

３
３
０
０
kW
導
入

・
家
畜
排
せ
つ
物
・
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
資
源

化
を
図
り
、
資
源
循
環
型
農
業
を
目

指
し
た
農
村
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

・
廃
食
用
油
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
の
活
用
を
目

指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
農
機

具
な
ど
へ
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

・
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
有
効
手
段
で
あ

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
家
庭
・

事
業
所
・
工
場
な
ど
の
普
及
啓
発
を

図
り
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

推
進
計
画
を
改
訂

田
原
市
で
は
、
活
力
あ
る
経
済
と
、

環
境
と
共
生
す
る
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
、『
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
』を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
16

年
３
月
に
「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
10
月
の
渥
美
町
と
の
合
併
な
ど

に
伴
い
、
今
回
、
市
全
域
の
計
画
と
し
て

改
定
し
ま
し
た
。
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■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
毎月1回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

5/20現在
83.6％

■市内４河川の水質調査結果
みなさんの力で川をきれいにしていきましょう。

汐川環境基準
10mg/ç以下

汐川
蜆川
今池川
天白川

10月

2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20 5/1 5/10 5/20

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

（％）51,820千â

BODmg/ç

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

14

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん

毎週土・日曜日　１日５回放送
①8：00 ②10：30 ③16：00 ④19：00 ⑤23：00

放送日 内　容

 ～ 6/13 田原凧まつり
田原市・設楽町交流スタンプラリー

 6/14～ 27 しおさい大学「ストレッチ体操」
衣笠自然歩道を行く

 6/28～ 7/11 やしの実投流と
　田原市・石垣市観光協会交流事業

加入補助をしています

毎
月
１
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

　

で
き
る
こ
と
か
ら
省
エ
ネ
・
省
資
源
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
は
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
し
ょ
う
！
早
寝
早
起
き
の
生
活

も
立
派
な
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

放送月 内　容

６ 手軽に利用できる
　田原市の施設をピックアップ！

平成19年6月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │



●宮田村のりんごがサンテパルクに!?
　４月29日（日）にサンテパルクたはらで開催され
た「農業祭」。見慣れた地元産食材などが販売されて
いたサンテドーム内に、辺りとはちょっと違った雰
囲気のブースがありました。１００%りんごジュー
ス、りんごチップス、りんごジャム…　と、並んだ商
品はまさに“りんごづくし”のこのブース。そう、り
んごといえばご存じ、友好都市・宮田村の物産展で
す。この日、宮田村の特産品生産者や役場職員の皆
さんは、「田原市のイベントを盛り上げよう！」と、
遠路はるばる「農業祭」にかけつけてくれました。
　名物のりんご関連商品を中心に、アスパラやしめ
じといった特産農産物などが並べられた店頭に、田
原市民の反応は上々。売り切れる商品が相次ぐ中、
閉店間際には店員に宮田の観光スポットを訪ねる
お客さんまで現れるなど、宮田村の田原市民へのＰ

ピー

Ｒ
アール

は、予想以上に好感触だったようです。

●田原市は“甘夏みかん”で勝負！
　翌30日（祝）。今度は田原市が宮田村でのＰＲで
す。田原市の交流担当が訪れたのは、宮田村で開催
された「こまゆき荘感謝祭」というイベント。前日の
宮田村同様、会場の一角に特産品を並べた店舗を構
えました。
　“山の宮田村”に対して“海の田原市”…というこ
とで、主にあさりなどの海産物を販売したところ、
予想どおり好調な売れ行きとなりました。しかし、
あさりに劣らず人気を博したのは、“甘夏みかん”。
宮田村では意外にも柑橘類が生産されていないと
のことで、めずらしいみかん欲しさに並んだお客さ
んは50名以上・販売開始からわずか15分で完売！と
いう、たいへんな人気ぶりでした。

●今後の交流にちょっとした手ごたえ!?
　こうして互いのまちを舞台に行われた「物産交
流」。宮田村にとっては特産品のみならず村の観光
スポットまでを、また、田原市にとっては「実はみ
かんも生産されているんだよ」という意外な一面
をそれぞれ紹介することができました。今後の交
流に向けても収穫のあった２日間となりました。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市
の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼▼企画課　企画課　55２３２３局局３５０７３５０７

友好都市 長野県 宮田村と物産交流

▲見てください、この行列！ 

▶後ろのお客さんも、甘夏
みかんが気になる様子

▲◀
店頭に並べられた宮田村の特
産品の数々

│ 25 │　　　　　　　　　　平成19年6月1日



新
し
い
農
業
委
員
会
委
員

（
土
地
改
良
区
推
薦
）

　

田
原
市
土
地
改
良
区
の
推
薦
に
よ
り
、

河
合
恭
弘
氏
（
大
久
保
町
）
が
新
た
に
農

業
委
員
会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
19
年
４
月
16
日
か
ら
平
成
20
年
７

月
27
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
河
合

氏
は
、
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
る
農
地

利
用
集
積
促
進
員
も
兼
務
し
ま
す
。

平
成
19
年
度

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

〜
確
定
の
お
し
ら
せ
〜

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
市
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
で

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」

の
縦
覧
を
行
い
、
投
票
区
ご
と
の
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
者
数
を
３
月

31
日
に
確
定
し
ま
し
た
。（
左
表
参
照
）

◉
対
前
年
比

▼
世
帯
数
・
・
・
・
41
戸
増

▼
有
権
者
数
・
・
・
65
人
増

　
（
男
45
人
増
、
女
20
人
増
）

み
ん
な
で
な
く
そ
う
！
遊
休
農
地

７
月
は
「
耕
起
月
間
」
で
す

●
遊
休
農
地
の
解
消
・
予
防
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
が
ひ
と
た
び
遊
休
地
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
再
び
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
か
な
り
の
労
力
や
経
費
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
隣
接
地
の
人
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

 　

そ
こ
で
、
農
業
委
員
会
で
は
、
田
植

え
前
の
４
月
、
病
害
虫
発
生
前
の
７
月
、

雑
草
の
種
が
飛
散
す
る
10
月
を
「
耕
起
月

間
」
と
定
め
、
農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い

て
、
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
農
地

は
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
、
遊
休

農
地
の
解
消
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成19年6月1日  　　　　　　　　　│ 26 │

投票区名 男 女 計 世帯数
田原東部 181 156 337 139

吉胡 61 56 117 46

田原北部 201 200 401 170

田原西部 34 28 62 29

田原南部 163 153 316 121

田原中部 77 60 137 75

加治 100 83 183 87

神戸 99 84 183 66

西神戸 105 97 202 69

南神戸 87 73 160 52

東神戸 42 41 83 26

大草 93 85 178 61

芦 41 38 79 28

野田 209 156 365 145

馬草 70 64 134 60

仁崎 44 49 93 37

浜田 104 106 210 71

百々 80 72 152 52

高松 246 231 477 151

赤羽根 289 268 557 191

若戸 329 302 631 219

宇津江 49 45 94 32

江比間 92 82 174 69

八王子 145 128 273 87

伊川津 155 143 298 105

清田 221 195 416 158

福江 47 45 92 37

保美 84 79 163 59

向新 122 118 240 70

中山 362 347 709 223

小中山 255 240 495 170

亀山 100 106 206 62

西山 98 90 188 62

伊良湖 129 128 257 85

堀切 217 203 420 146

小塩津 153 143 296 93

和地 128 129 257 80

土田 75 73 148 47

計 5087 4696 9783 3480

■農業委員会委員選挙人名簿登載者数

河合 恭弘
大久保町地蔵12‐1
522局1539

土
地
改
推
薦

■新農業委員会委員

（敬称略）

平成19年6月1日
田原市農業委員会

523局3519／FAX22局3817
10

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/noui/



農
業
者
年
金

「
現
況
届
」
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

平
成
19
年
６
月
30
日
ま
で
に
「
現
況
届
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
平
成

18
年
７
月
１
日
以
降
の
裁
定
者
お
よ
び
支

給
停
止
解
除
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
現

況
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
提
出
す
る

ま
で
の
間
、
農
業
者
年
金
の
支
給
が
一
時

停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
給
し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
死
亡
届
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
死
亡
届
を
提
出
し
て
い
な
い

遺
族
の
方
は
、
至
急
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
「
現
況
届
」
の
提
出
場
所

▼
市
役
所
内
農
業
委
員
会
事
務
局

▼
赤
羽
根
支
所
窓
口
係

▼
渥
美
支
所
窓
口
係

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
！

新
し
い
農
業
者
年
金

1
積
立
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金

　

加
入
者
・
受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
に
く

く
、一
生
涯
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

2
農
業
従
事
者
は
広
く
加
入
可
能

　

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
20
歳
か
ら
60
歳

未
満
の
方
な
ら
誰
で
も
加
入
可
能
。
農
地

を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
配
偶
者
、
後

継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
で
も
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、脱
退
も
自
由
で
、

そ
れ
ま
で
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
、
年

金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
保
険
料
を
自
由
に
選
択

　

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
最
高

６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
自
由
に
選

択
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
経
営
状
況

や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
税
制
面
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

　

支
払
う
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
、
ま
た
、
受
給
す
る
年
金
は
公
的
年
金

等
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

5
80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
年
金

　

加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
死
亡
し

た
場
合
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
、
80
歳
ま

で
受
け
取
る
と
仮
定
し
た
金
額
が
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

6
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
は

　

保
険
料
助
成

　

認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
基
本
保
険
料

（
２
万
円
）
の
う
ち
、
国
か
ら
最
高
半
額

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

相
続
税
納
税
猶
予
制
度

◉
相
続
税
納
税
猶
予
と
は
？

　

農
家
が
相
続
税
を
支
払
う
た
め
に
、
農

地
を
部
分
的
に
手
放
し
た
り
す
る
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
維
持
を
図
ろ

う
と
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

農
業
相
続
人
が
農
業
を
営
ん
で
い
た
被

相
続
人
か
ら
農
地
な
ど
を
相
続
し
、
引
き

続
き
農
業
経
営
を
し
て
い
く
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
、
相
続
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

◉
猶
予
さ
れ
る
税
額
は
？

　

農
地
の
評
価
額
の
う
ち
、
農
業
投
資
価

格
※
を
超
え
る
部
分
に
対
す
る
相
続
税
の

納
税
を
猶
予
し
ま
す
。
そ
し
て
、
期
限
ま

で
に
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
納
税
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
農
業
投
資
価
格
…
農
地
な
ど
と
し
て
売

買
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
通
常
成
立
す

る
と
国
税
局
長
が
認
め
た
価
格

◉
免
除
さ
れ
る
一
定
の
条
件

▼
農
業
相
続
人
が
死
亡
し
た
場
合

▼
申
告
期
限
か
ら
20
年
が
経
過
し
た
場
合

▼
農
業
相
続
人
が
特
例
の
適
用
を
受
け
た

農
地
な
ど
の
全
部
を
、
農
業
者
に
生
前

一
括
贈
与
し
た
場
合

　

な
お
、
農
地
の
管
理
が
不
適
切
な
場
合

に
は
、
猶
予
税
額
と
利
子
税
を
合
わ
せ
て

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

農
地
な
ど
は
い
つ
も
良
好
に
耕
作
し
、
保

全
管
理
に
努
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
審
査
件
数

平
成
18
年
１
月
〜
12
月

●
農
地
法
３
条
関
係

農
地
な
ど
に
つ
い
て
、
権
利
の
設
定
ま
た

は
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
４
条
関
係

自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に

す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
５
条
関
係

農
地
な
ど
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る
た

め
の
権
利
の
設
定
ま
た
は
所
有
権
を
移
転

す
る
場
合
の
手
続
き

　　
●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
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種
別

件
数

面
積

売
買

107

12
万
０
５
２
５
㎡

交
換

15

１
万
６
５
１
０
㎡

贈
与

25

５
万
７
８
６
２
㎡

賃
貸
借

11

１
万
５
１
９
３
㎡

使
用
貸
借

16

10
万
９
２
２
４
㎡

計

174

31
万
９
３
１
４
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

12

６
４
８
３
㎡

届
出

19

１
万
１
６
８
６
㎡

計

31

１
万
８
１
６
９
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

79

７
万
０
８
２
２
㎡

届
出

45

１
万
９
７
６
９
㎡

計

124

９
万
０
５
９
１
㎡

種
別

件
数

面
積

売
買

135

21
万
５
７
７
２
㎡

貸
借

200

50
万
０
８
６
０
㎡

計

335

71
万
６
６
３
２
㎡



ト
リ
ア
ー
ジ
④　

ト
リ
ア
ー
ジ
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

防
災
ま
め
知
識

シ
リ
ー
ズ
最
後
と
な
る
今
回
は
、

ト
リ
ア
ー
ジ
の
お
さ
ら
い
で
す
。

【
災
害
時
は
平
常
時
と
違
う
！
】

　

短
時
間
の
う
ち
に
多
く
の
人
が
け
が

や
病
気
に
な
る
災
害
時
に
は
、
医
療
の

あ
り
方
が
平
常
時
と
は
異
な
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
医
薬
品
で

多
く
の
人
を
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
優
先
事
項
が
変
わ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
１
人
で
も
多
く
の

人
命
を
救
う
こ
と
に
全
力
が
注
が
れ
ま

す
。「
自
分
の
家
族
に
一
刻
も
早
く
治

療
を
！
」
と
、
多
く
の
人
が
医
療
機
関

に
殺
到
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
早
急
に
治

療
が
必
要
な
人
が
手
当
て
を
受
け
ら
れ

ず
、
救
え
る
は
ず
の
命
も
救
え
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
災
害
時
の
ル
ー
ル
】

　

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
け
が
や
病
気
の
治

療
を
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
前
の
段
階
…
つ
ま
り
、
そ
の
人
を
す

ぐ
に
治
療
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
待
っ

て
も
ら
う
の
か
、
そ
の
判
定
を
す
る
こ
と

で
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
す
る
医
師
は
、
問
診

や
触
診
は
し
ま
す
が
、治
療
は
し
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
判
定
に
よ
っ
て
は
、
す
ぐ
に
手

当
て
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
命

の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
る
人
を
優
先
し
て
治

療
す
る
の
で
、
命
に
別
状
が
な
け
れ
ば
、

た
と
え
大
け
が
で
あ
っ
て
も
後
回
し
に
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
ト
リ
ア

ー
ジ
と
い
う
ル
ー
ル
な
の
で
す
。

【
１
人
で
も
多
く
の
人
命
を
救
う
た
め
】

　

災
害
時
に
は
、
医
療
機
関
も
混
乱
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
も
、
医
療
機
関
の
機
能
を
可
能
な
限

り
、
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
の
が
ト
リ
ア
ー
ジ
で
す
。
１
人
で
も
多

く
の
人
命
を
救
う
た

め
、
ト
リ
ア
ー
ジ
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

田原児童センター 523局4761　/　 西部児童館 525局0211

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　523局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）

24日（日）は西部児童館のみ
6 月のお休み

21件（73件）

21人（82人）

2人（3人）

120件（482件）

5件（20件）

169件（659件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

3件（26件）

1件（31件）

18件（37件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

4月4月

わき見運転は絶対にやめましょう！

・６月
がつ

のチャレンジ

▼１
いっ

分
ぷん

間
かん

ドミノ
・イベント『マジックショー』※
日時●６月17日（日）
　　　午前10時30分～

・実
じっ

験
けん

教
きょうしつ

室※
日時●６月13日（水）・20日（水）
　　　午前10時～

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

※
日時●６月20日（水）午前10時～
※は児童センターのみ開催

・工
こう

作
さく

ランド 『父
ちち

の日
ひ

のプレゼント作
づく

り』
開催期間●～６月17日（日）

・工
こう

作
さく

ランド『七
たな

夕
ばた

かざり』
開催日●６月19日（火）～７月７日（土）

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●６月21日（木）
幼児向け▶午前10時30分～幼児向け▶午前10時30分～
小学生向け▶午後４時～

・映
えい

画
が

会
かい

【児童センター】
日時●６月24日（日）午後1時30分～
【西部児童館】
日時●未定（児童センター・児童館だよりをご覧ください）
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●加治保育園
桑原 亮  くん（5歳）

【評】絵の具をに
じませて作った
「こいのぼり」。
色を混ぜて、き
れいな模様を表
現できましたね。

【評】みんなと動物園でペンギンを見た咲良ちゃん。楽し
そうな様子がよく伝わってきますね。

●加治保育園
金田咲良  ちゃん（5歳）

●童浦小学校4年
野間誠也  くん

●童浦小学校4年
林 桃華  さん

たの

つた

どうぶつえん み さく ら

よう す

ひょう

ひょう

え

いろ か

ぐ

え ぐ

ま

ひょう

げん

つく

ま

も よう

いろ

ヒゲが下に伸びていくように、
にんじんを上手に描けました。

魚の家族のウロコを一つ一つ
カラフルに塗り分けて、楽し
い感じを出しています。

片山
アユミ
 先生

「カラフルなさかなの家族」

「にんじん」
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地
名
は
、
そ
の
土
地
の
自
然
環
境
、
歴

史
的
な
成
り
立
ち
を
表
し
、
他
の
土
地
と

の
区
別
を
つ
け
、
人
々
が
共
通
の
認
識
を

得
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
か
し
こ
ま

っ
た
名
前
も
あ
り
ま
す
し
、
仲
間
う
ち
だ

け
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
的
な
意
味
を
備
え
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
共
通
の
認
識
」

と
い
う
点
で
は
、
地
名
は
、
不
動
産
で

あ
る
土
地
や
建
物
の
所
在
、
個
人
・
法
人

の
所
在
す
る
住
所
を
示
す
役
割
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
地
区
の
人
だ
け
に
し
か
わ
か

ら
な
い
、
地
図
に
も
住
所
に
も
載
っ
て
こ

な
い
地
名
も
あ
り
ま
す
。

　

地
名
は
も
と
も
と
、
山
・
坂
・
海
、
石
、

大
木
な
ど
、
人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

目
印
に
な
る
も
の
な
ど
か
ら
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
名
を
丹
念
に
読

み
解
い
て
い
く
と
、
地
名
が
つ
け
ら
れ
た

当
時
の
自
然
環
境
・
歴
史
が
わ
か
る
と
い

う
優
れ
も
の
な
の
で
す
。（
た
だ
最
近
で

は
、
こ
れ
ら
由
緒
あ
る
地
名
が
、
土
地
の

整
理
な
ど
で
段
々
と
少
な
く
な
る
運
命
に

あ
り
ま
す
。）
わ
か
り
や
す
い
例
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

七
ッ
釜
（
大
久
保
町
）。
こ
の
地
名
で

思
い
出
す
歴
史
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
、「
釜か

ま

」
す
な
わ
ち
「
窯か

ま

」
は
、
平
安

時
代
終
わ
り
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
一

大
生
産
地
だ
っ
た
渥
美
焼
の
窯
跡
を
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
称
と

し
て
「
皿
焼
」（
市
史
跡
皿
焼

12
号
窯
・
小
塩
津
町
）・「
皿
山
」

（
県
史
跡
皿
山
古
窯
群
・
和
地

町
）
の
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、

皿
は
、
当
時
主
に
焼
い
て
い

た
ど
ん
ぶ
り
鉢
ほ
ど
の
大
き

さ
の
茶
わ
ん
（
山
茶
わ
ん
）、

お
よ
び
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に

な
る
小
さ
な
皿
を
指
す
と
思

わ
れ
ま
す
。「
皿
焼
」「
皿
山
」

は
、
当
時
か
ら
皿
が
見
つ
か

る
不
思
議
な
場
所
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
奈
良
・
東
大
寺

の
再
建
瓦
を
焼
い
た
国
史
跡
伊
良
湖
東
大

寺
瓦
窯
跡
（
伊
良
湖
町
）
の
地
名
も
「
瓦

場
」
と
、
ま
さ
に
地
名
と
遺
跡
の
存
在
が

ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
は
ら
記
」
と
い
う
江
戸
時
代

の
終
わ
り
の
歴
史
書
に
は
、
谷
ノ
口

地
区
に
「
七
ッ
釜　

東
ヶ
谷
入
合
山

ノ
内
ニ
有
之　

穴
七
ッ
御
座
候
・
是

ハ
古
来
ノ
皿
穴
ノ
由
申
伝
候
」
と
、

窯
跡
の
存
在
を
示
す
表
現
が
あ
り
ま

す
。
谷
ノ
口
地
区
に
は
現
在
、
七
ッ

釜
と
い
う
地
名
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
久
保
町
の
七
ッ
釜（
七
ッ
釜
古
窯
）

と
い
う
地
名
の
成
り
立
ち
も
、
命
名

さ
れ
た
当
時
、
こ
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

加
治
町
に
は
「
坪
沢
」
と
い
う
地
名

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
田
原
市
で
も

最
も
多
い
窯
数
で
碗わ

ん

や
壺つ

ぼ

を
た
く
さ
ん
焼

い
た
「
坪
沢
古
窯
」
が
あ
り
ま
す
。「
坪
」

を
「
壺
」、「
沢
」
を
窯
が
立
地
す
る
斜
面

と
結
び
つ
け
、
壺
が
見
つ
か
る
沢
だ
と
す

れ
ば
『
な
ん
と
ぴ
っ
た
り
!!
』

…
と
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
坪

が
巻
き
貝
の
「
螺つ

ぶ

」
の
訛な

ま

り
だ
と
し
た
ら
、

そ
の
由
来
が
沢
に
生
息
す
る
淡
水
産
の
巻

き
貝
（
タ
ニ
シ
？
）
か
ら
来
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
地
名
の
読
み
解
き

の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。（
増
山
）

▼
文
化
財
課
☎
23
局
３
５
３
１

●地名どおり近くに窯跡がある「七ツ釜古窯」（中央の森）

地
名
か
ら
歴
史
を
探
る 

1

●「皿焼」「皿山」の由来となった山茶わん・小皿
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Citizen's
Plaza

命を救う
ＡＥＤ

Hello
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、安
全
な
医
療
機
器
で
誰

で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し

か
し
、突
然
倒
れ
た
人
の
胸
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
パ
ッ
ト
を
貼
り
、電
気
シ
ョ
ッ
ク
の

ボ
タ
ン
を
押
す
に
は
、ち
ょ
っ
と
し
た

勇
気
が
必
要
で
す
。「
い
ざ
」と
い
う
と

き
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
、日
ご
ろ
か
ら

消
防
署
の
行
う
普
通
救
命
講
習
な
ど
を

受
講
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

愛
知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
】

　

http://aed.m
aps.pref.aichi.jp/

【
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
携
帯
サ
イ
ト
】

　

http://aed.m
aps.pref.aichi.jp/k/

皆
さ
ん
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）を
使
え
ま
す
か
？

ま
た
、ど
こ
に
あ
る
の
か
ご
存
じ
で
す

か
？

6

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

月7月2日

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

市県民税
（全期・第１期分）

農業集落排水事業分担金
（全期・第１期分）

介護保険料
（第２期分）

納
期
限

の

　

１
か
ら
３
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

７
月
１
日
か
ら
、「
ぐ
る
り
ん
バ
ス

（
中
山
線
）」
の
○
○
○
○
運
行
を
開
始

し
ま
す
。

２　

む
し
歯
の
原
因
「
○
○
○
○
○
○
菌
」

は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
口
移
し
な

ど
で
も
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

３　

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
○
○
○

○
○
。
循
環
型
社
会
の
合
言
葉
で
す
。

天
然
資
源
の
消
費
を
節
約
し
、
循
環
資

源
と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
、
環
境
へ

の
負
荷
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
６
月
20
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
５
月
号
の
答
え
】
し
ん
り
ょ
く 

（
応
募
総
数
37
通
中
、正
解
37
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

■携帯サイト
　ＱＲコード

市内に設置されているＡＥＤ（26か所）
田原市役所
田原市赤羽根支所
田原市渥美支所
田原福祉センター
あつみライフランド
田原文化会館
田原市博物館
サンテパルクたはら
渥美運動公園
白谷海浜公園管理棟
滝頭公園管理棟
成章高等学校
渥美農業高等学校
福江高等学校

神戸小学校
岡田医院
川瀬医院
渥美福寿園
あつみの郷
豊川保健所田原支所
スポーツボックス田原
アイレクススポーツクラブ
アイシン・エイ・ダブリュ（株）
イオン（株）ジャスコ田原店
中部電力（株）渥美火力発電所
中部電力（株）
田原サービスステーション

平成19年5月末現在
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N
o.609 平

成
19
年
6
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
文
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp

６６，６４５人　総人口

３３，６９６人　男性

３２，９４９人　女性

２０，８８３世帯世帯数

４３人出生 ５６人死亡

２６９人転入 ２２２人転出

＋３４人増減 ※増減は4月中です

■人口と世帯数

■行政面積

（平成19年５月１日現在）

古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。
古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。

伊
い

勢
せ

湾
わん

海
かい

上
じょう

交
こう

通
つう

センター
［伊良湖町］
　「自分は海好きだ！」と思っているあなた。
全国で７か所しかない海上交通センターのう
ちの一つで、キラリにも選ばれているここの見
学なくして、海は語れないんじゃないですか？
　ということで、伊勢湾海上交通センターで
は、海の日に『海の日に伴う施設一般公開』
が開催されます。海上保安庁の業務説明や、屋上開放、制服試着など、海
好きにはたまらないイベントが盛りだくさん！ ぜひお出かけください。

　六連町というと、太平洋側の雄大
な景色を思い浮かべがちですが、実
は三河湾側にもすばらしい展望が広
がっているんです！
　海抜約50ｍの富山地区。日中、
三河湾側に目を向けると、目線の高
さには緑が浜の風車群が！ 見慣れ
てきた風車の景色に新鮮さを求める方にはおすすめです。
　そして夜、今度は三河港大橋を中心に、田原市～蒲郡市を一
望できる夜景に感動してください。各地区で花火大会が行われ
る時期には、夜空に咲く花だってバッチリ眺められますよ。

● 日出園地

● クリスタルポルト

● 伊良湖海水浴場

● 伊良湖岬灯台 

六
むつ

連
れ

町
ちょう

 富
とみ

山
やま

地
ち

区
く

の展
てん

望
ぼう

［六連町］ 長仙寺西

六連小 ●

六連

百々

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
が
終
わ
る

と
、市
内
の
田
ん

ぼ
に
は
青
く
小
さ

な
苗
が
き
れ
い
に

並
び
ま
す
。今
で
は
、田
植
え
作
業
は

機
械
中
心
に
な
り
ま
し
た
が
、手
で

行
っ
て
い
た
昔
を
考
え
る
と
、お
米

を
作
る
た
い
へ
ん
さ
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。手
植
え
を
体
験
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、身
を
も
っ
て
感
じ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。毎
日
お
い
し
い

お
米
が
食
べ
ら
れ
る
現
在
、食
べ
ら

れ
る
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。改
め
て
作
っ
て
く

れ
た
農
家
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す

▼
田
ん
ぼ
の
苗
は
、虫
や
微
生
物
な

ど
と
共
生
し
、雨
に
も
風
に
も
負
け

ず
、す
く
す
く
と
育
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
秋
に
は
、色
や
形
を
変
え
、大

き
な
穂
を
持
っ
た
稲
と
な
り
ま
す
。

田
原
市
の
子
ど
も
た
ち
も
、こ
の
苗

の
よ
う
に
健
や
か
に
す
く
す
く
と
育

ち
、大
き
な
夢
や
目
標
を
持
っ
た
大

人
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。（
Ｍ
Ｒ
）

・海の日に伴う施設一般公開　 ▼日時＝7月16日（祝）午前10時～午後３時
　 ▼見学料＝無料　 ▼申し込み＝不要　 ▼問い合わせ＝☎34局2700


